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朝鮮の歴史(史実編) Ver.2 '20.1.11

扶余

<高麗と扶余の戦い>

高句麗を建国した朱蒙(チュモン)は扶余の王子(クムワ王の養子で３男)であったが、

その後扶余と長く戦うことになった。これは兄(クムワ王の長男)の帯素(テソ)が早くか

らチュモンをライバル視して殺そうとしたこともあった仲であったことによると考えられ

る。チュモンが40歳の若さで亡くなった後、テソが扶余の王となり高句麗への侵攻を

試みた。高句麗2代王の瑠璃明(類利 ユリ)は何とか持ちこたえたが度々脅威に晒さ

れた。その状態を打開したのが高句麗3代王となった大武神(無恤_ムヒュル)であっ

た。ムヒュルは優れた武勇と戦略で扶余に侵攻し、祖父チュモンの代からの宿敵で

あったテソ王の首を取った。(参考文献①P27他)

扶余主な参考文献：下記から多くを引用させていただきました

①「朝鮮の歴史」 (井野誠一 監修) KKﾍﾞｽﾄｾﾗｰｽﾞ発行

②「Wikipedia」 https://ja.wikipedia.・・・

③「百済世界遺産センターHP」 http://www.baekje-heritage.or.kr/・・・

④「駐横浜大韓民国総領事館HP」http://overseas.mofa.go.kr/・・・

<扶余とは>

ツングース系の部族「貊人（はくじん）」が、紀元前２世紀ごろ中

国東北部の松花江中流に建てた国であり、１～３世紀ごろには

高句麗に対抗する勢力となった。４９４年に同じツングース系の

部族「勿吉（モッキツ）」に滅ぼされた

(参考文献②より)

<高句麗の建国>

高句麗は紀元前37年の建国から668年の崩壊に至るまで705年間繁栄した国である。

建国の時代は朝鮮半島は扶余をはじめ多くの小国が存在する群雄割拠の時代であっ

た。そんな中、扶余国の出身の青年朱蒙(チュモン)が彼を慕う難民たちと共に扶余を出

て高句麗を建国したとされている。チュモンは強いリーダーシップと軍事力を発揮し、小

国を一つずつ併合する拡大策をとり、近隣の小国を征服して1世紀初頭には扶余を凌

駕するほどの強国となった。(参考文献④より)

高句麗を建国したチュモンの出自や建国までのいきさつは、ほとんど神話の世界であ

り、正確な史料は残っていない。「三国史記」ではチュモンはハベク(中国の河の神)の

娘ソファが生んだ金の卵から誕生し、彼女を保護した扶余のクムワ王の下で王子として

育てられたと記されている。(参考文献①P47)

<百済の建国>

百済は、韓国の古代国家の一つで、紀元前18年の建国から660年の

滅亡まで約700年間31人の王が在位した。建国当初は漢江（今のソウ

ル）の中下流に位置する小国だったが、次第に周辺の小国を併合し

て成長した。(参考文献③より)

建国のいきさつは明確な史実としては伝えられていないが、高句麗を

建国したチュモンの息子で２代王となる瑠璃(ユリ)が王妃ソソノの実子

でなかったことから後継者争いが起こり、王妃が二人の息子と臣下を

連れて南下し、百済を建国したという説もある。(参考文献①P47)

<伽耶とは>

伽耶（かや）は、3世紀から6世紀中頃にかけて朝鮮半島の

南部に存在していた小国家群であり、12以上の小国で構成

されていた。

562年に新羅に滅ぼされるまで500年以上続いた。

(参考文献②より)

<新羅の建国>

新羅の建国は三国(新羅、百済、高句麗)の中で一番

早いBC57とされている。ただしこの頃の歴史は伝説

か史実かが明確ではなく、もっと遅いという説もある。

新羅は長年にわたり高句麗・百済と抗争し、日本とも

関係が深かった。668年までに百済、高句麗を滅ぼし、

さらに朝鮮半島支配を狙った唐軍を676年に撃退し、

半島の大同江以南を統一して「統一新羅」とし、935

年に高麗に代わるまで続いた。(参考文献②より)
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<百済の全盛期_13代_近肖古王の時代>

高句麗と激しい領土争いを繰り広げていた百済は13代王_近肖古王(クンチョゴワ

ン)の時代に全盛期を迎える。346年に即位したクンチョゴは徹底した富国強兵策

で371年に高句麗の故國原王(コググォンワン)を破り建国以来最大の領土を獲得

した。また彼は経済、文化、芸術面でも能力を発揮し、346年に日本に使者を送り

交易をおこなったり、また朝鮮半島でいち早く漢字を取り入れ、百済の歴史書を編

纂させたとの記録もある。

(参考文献①P46)

<百済と高句麗の対立>

百済は長く高句麗と対立した。対立は、高句麗の広開土王が南進政策を推進し

たことから激しくなった。その後、高句麗の20代_長寿王が427年に平壌に遷都し

たことで、百済は直接的な脅威にさらされるようになる。この時期に百済第21代

王の蓋鹵王(ケーロワン)は、王族中心の支配体制の構築や大規模な土木工事

を進めるなど、専制王権を目指していた。対外的には高句麗を牽制するために

中国北魏との外交を試みた。しかし、蓋鹵王の政策は、内部的な分裂と高句麗

の南侵を招いた。百済の首都だった漢城は、長寿王率いる高句麗軍によって7

日で陥落し、蓋鹵王は戦死した。このとき、王のほかに王太后や王子なども殺

され、8000人が捕虜になった。

(参考文献③より)

<高句麗の全盛期>

高句麗が最も力を持ち、領土を広げて朝鮮半島に対等な力を持った国が存在しな

くなったのは第19代_廣開土王(クァンゲトワン)の時代であった彼はまず百済へ侵

攻し、その後、契丹、粛慎、東扶余等を次々に討伐し、四方に領土を広げた。この

頃の高句麗は強力な騎馬隊と優れた製鉄技術を持っており、これが高句麗躍進の

ポイントであった。(参考文献①P42)
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<扶余の滅亡>

扶余は494年、勿吉(モツキツ)によって滅ぼされた。

勿吉は中国の南北朝時代に高句麗の北から満州地域に住んでいた狩猟民族

である(参考文献②より)

扶余滅亡

19代_廣開土大王の時代に大きく力をつけた高句麗だったが、21代_文咨明王

の時代になって新羅と百済が盛り返し、高句麗の力に陰りが見え始める。高句

麗が北方の防衛に追われている間に新羅と百済が手を組んで南から攻め入り、

徐々に領土を奪われて衰退していった。

伽那滅亡

伽那は562

年に新羅に

よって滅ぼさ

れた

<高句麗の滅亡>

同盟国百済の滅亡で孤立した高句麗だったが有能で王をも上回る最高権力者ヨンゲソム

ン(淵蓋蘇文)が支えて持ちこたえていた。しかし665年に彼が亡くなり、後継を巡って彼の３

人の息子が対立し、内紛となり分裂してしまった。その隙をついて新羅と唐が一気に進撃

し、高句麗軍はなす術がなく、668年に寶臧(ポジャン)王は降伏した。(参考文献①P53)

<渤海 (698年～926年)>

高句麗滅亡後、多くの人々が唐に連行されたが、残った人々は唐への抵抗を続け、その中

に抜群の指導力を持つ大祚栄(テ・ジョヨン)がいた。彼は高句麗の難民を集めて徐々に力を

付け、698年に震(しん)を興し、後に国名が渤海に改められた。周囲との交易で栄え、唐か

らも「海東の盛国」と呼ばれたが、最後は契丹（遼）によって滅ぼされた。

(参考文献①P53)

百済と高句麗の滅亡と中国の関わり(参考文献②より)

<百済>

中国で南北朝時代が終焉を迎え、隋が成立するといち早く関係を結んだが、ついで唐が成

立すると、唐は高句麗を制圧するためその背後を抑えるべく新羅を支援して百済を攻撃し

た。これによって660年に百済は滅亡し、王族や遺臣たちは倭国（日本）の支援を受けて百

済復興運動を起こしたが、663年の白村江の戦いにおける敗戦とともに鎮圧された。その

後唐は旧百済領の経営に乗り出したが、本国における問題と新羅による攻撃の結果、最

終的に朝鮮半島から撤退し、百済の故地は新羅に組み入れられた。

<高句麗>

589年に中国が統一され南北朝時代が終焉を迎えると、統一王朝の隋・唐から繰り返し攻

撃を受けた。高句麗は長らくこれに耐えたが、660年には百済が唐に滅ぼされ、新羅も唐と

結んだことで南北から挟まれた。そして国内の内紛に乗じた唐・新羅の挟撃によって668年

に滅ぼされ、唐に吸収されて安東都護府が設置された。

<安東都護府（あんとうとごふ）>

安東都護府は唐朝が高句麗を滅ぼした後、朝鮮半島北中部から満洲南部に相当する旧高

句麗領の管理を目的に設置した統治機構。安史の乱の混乱により773年（大暦8年）頃に廃

止された。(参考文献②より)

<百済の滅亡>

百済の最後の王_義慈王(ウイジャワン)は高句麗と同盟を結んで新羅の領土を奪い取って

いったが、次第に傲慢になり酒におぼれて浪費を重ねた。彼の堕落と共に百済は急激に

衰退してゆく。そんな中、新羅の大将軍キムユシンが唐と連合を組んで百済に襲いかかっ

た。百済の名将ケベクは5000人の精鋭を率いて迎え撃ったが圧倒的な勢力の新羅軍に

歯が立たず敗れ、ウイジャ王は降伏して百済は滅んだ。(参考文献①P52)
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785～798　　38代_元聖王（ウォンソンワン）

861～875　　48代_景文王（キョンムンワン）

875～886　　49代_憲康王（ホンガンワン）

897～912　　52代_孝恭王（ヒョゴンワン）

913～917　　53代_神徳王（ｼﾝﾄﾞｸﾜﾝ）

924～927　　55代_景哀王（ｷｮﾝｴﾜﾝ）

800～809　　40代_哀莊王（エジャンワン）

809～826　　41代_憲徳王(ホンドクワン）

826～836　　42代_興徳王(フンドクワン）

839～857　　46代_文聖王
　　　　　　　（ムンソンワン）

857～861　　47代_憲安王（ホナンワン）

900～935
1代_甄萱
(ｷｮﾝﾌｫﾝ)

901～918
1代_弓裔(クンイエ)

887～897　　51代_眞聖女王（チンソンニョワン）

794 平安京に遷都

759 万葉集

新羅 後百済

後高句麗

高麗

遼

(契

丹)

女

真

798～800

39代_昭聖王（ソソンワ

836～838

43代_僖康王

838～839

44代_閔哀王（ミネワン）

839～839

45代_神武王

886～887

50代_定康王（チョンガンワン）

935～936

2代_甄神剣

(シンゴン)

943～945

2代_恵宗(王武)

945～949

3代_定宗(王尭)

奈良時代

平安時代

女真は、満洲の松花江一帯から外興安嶺（スタノヴォイ山脈）以南の外満州にかけて居住してい

たツングース系民族。民族の聖地を長白山とする。10世紀ごろから記録に現れ、17世紀に「満

洲」（マンジュ）と改称した。(参考文献②より)

遼は、遼朝ともいい、内モンゴルを中心に中国の北辺を支配した契丹人（キタイ人）耶律氏（ヤ

リュート氏）の征服王朝(異民族王朝)で916年から1125年まで続いた。いわゆる征服王朝（金、

元、清が続く）の最初とされる。(参考文献②より)

<新羅の滅亡>

後百済が王位継承争いで揺れていた935年、新羅のキョンスン王はもはや国の存続は困難と考え、

高麗への投降を決意。それに反対していた太子は山の中で一生を終えた。

こうして1000年続いた新羅は滅亡した。

(参考文献①P65)

<後高句麗の滅亡と高麗の建国、朝鮮半島統一>

クンイエが建国した後高句麗は領土を拡大していったが、クンイエが次第に欲に取りつかれ、

きらびやかに飾り、それを非難する高僧や王妃を惨殺するなどの非道に走り、建国に貢献し

た臣下の王建(ワンゴン)の反逆を疑うに至り、耐えかねたワンゴンは武将たちと協力してクン

イエを倒して新しい国を建国 (918年)し、王位に就いた。この新しい国は高句麗の魂を継ぐと

いう意味を込めて「高麗」と名付けた。

その後、新羅、百済を滅ぼして朝鮮半島を再統一した。(参考文献①P63)

<後百済の滅亡>

935年に高麗に大敗した後百済のキョンフォン王の長男 神剣(シンゴン)は王位を継承できると考

えたがキョンフォンが四男の金剛(クムガン)を指名した。怒ったシンゴンはクムガンを殺害し王の

キョンフォンを幽閉し、王位を奪った。キョンフォンは脱出して高麗に亡命し、王位を奪ったシンゴ

ンを討とうと高麗軍の一員として後百済と戦った。次第に士気が低下した後百済軍は降伏。キョ

ンフォンはそれを見届けた後、数日後に亡くなった。こうしてキョンフォンは自分が建国した後百

済を自らの手で葬った。

(参考文献①P66)

773年

安東都護府廃止

<後百済・後高句麗の建国と後三国時代>

９世紀末、三国を統一した新羅の国力が衰退

すると地方の豪族が相次いで独立する。中で

も西南海地方を領土にした甄萱(キョンフォン)

と北部の弓裔(クンイエ)は周りの豪族たちを傘

下に置き、勢力を拡大してそれぞれ後百済、後

高句麗として独立を宣言。後三国時代を迎え

る。

キョンフォンが建国した後百済は強大な軍事力

を背景に一時は勢力を強めていったが、大耶

城の戦いで新羅に惨敗してからは衰退して

いった。

一方、クンイエが建国した後高句麗は臣下の

王建(ワンゴン)の活躍により北部一帯を支配

下に置いた。ワンゴンはクンイエのもとで将軍

として次々に各地の城を陥落させ、その遠征で

地方の豪族達と姻戚関係を結び、彼らの支援

を受けることに成功し、クンイエからも絶大な信

頼を寄せられた。(参考文献①P62)



1146～1170　18代_毅宗(王晛)

1170～1197　19代_明宗(王晧)

1034～1046　10代_靖宗(王亨)

1046～1083　11代_文宗(王徽)

1083～1094　13代_宣宗(王運)

1095～1105　15代_肅宗(王顒)

1105～1122　16代_睿宗(王俁)

1122～1146　17代_仁宗(王楷)

981～997　6代_成宗(王治)

997～1009　7代_穆宗(王訟)

1009～1031　8代_顯宗(王詢)
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1159 平治の乱

1086 白河上皇

の院政

1180 源頼朝伊豆国

へ出兵

金

1031～1034 9代_德宗(王欽)

1083～1083 12代_順宗(王勲)

1094～1095 14代_獻宗(王昱)

金(1115年 - 1234年）は、金朝（きんちょう）ともいい、中国の北半

を支配した女真族の征服王朝。

遼・北宋を滅ぼし、西夏を服属させ、中国南半の南宋と対峙したが、

モンゴル帝国（元）に滅ぼされた。都は初め会寧（現在の黒竜江

省）、のち燕京（現在の北京）。

(参考文献②より)

<高麗の国家運営・・初代王～4代王)

朝鮮を統一し高麗を建国したワンゴンは国をまとめるには民族の団結が重要と考え、豪族の支援を得るため積極的

に政略結婚を行い、一説では29人の夫人がいたとされている。そのため初期の国家運営は豪族が中心となり、王権

は脆弱だったと言われている。

67歳でワンゴンが亡くなった後、２代目王になった恵宗(へジョン)は心身とも弱く、即位後２年で急死。３代目王の定宗

(チョンジョン)も即位後４年の短命で病死した。

４代目王の光宗(クァンジョン)は豪族など有力者との繋がりを持たず、干渉されることなく国政を行い、奴隷を開放す

る奴婢按検法や優秀な人材を試験で採用する科挙制度を実施するなどで王権を強化した。

これらで既得権益を奪われた豪族は反発し、政権を撹乱する動きを始める。クァンジョンは人間不信に陥り、些細な

ことで家臣や豪族を処分するなど、多くの犠牲を払いながら王権を確立させていった。(参考文献①P68)

<契丹の侵攻>

高麗は６代目王の成宗(ソンジョン)の時代に中国の宋

に近づいた。一方中国進出を狙う契丹(遼)は993年、高

麗に宋との断交を求めて80万の大軍で高麗に侵攻し、

旧高句麗領を求めた。高麗は高句麗の継承国だと主

張し、認められたものの宋との断交を約束させられた。

(参考文献①P72)

<千秋太后(チョンチュテフ)の陰謀と失脚>

６代目王ソンジョン死去後、５代目王の息子の穆宗(モクチョン)が7代目王に即位。しかしモクチョンは18歳と若かったため母の献哀(ホネ)が国家運営を行った。ホネ王后

は千秋殿に住んでいたことから千秋太后(チョンチュテフ)と呼ばれた。

彼女は親族の金致陽(キムチャン)と親密になり、子供が生まれる。王のモクチョンに子供がいなかったため生まれた子を次期の王にしよう既に王位継承者であった大良

(テリャン)院君の暗殺を企てたが失敗し、失脚した。

(参考文献①P73)

<女真族の侵攻>

高麗は外敵の侵略を防ぐため、開京(ケギョン)に千里の長城を造り、その甲斐もあり暫くは大

規模な侵略が無かった。しかし1104年女真族が長城を越えて侵攻してきた。高麗は大敗した。

そして1115年には女真族が金を建国し、金は契丹や宋を滅ぼした。高麗も金の属国にならざる

を得なかった。

(参考文献①P76)



1308～1313　26代_忠宣王(王璋)

1313～1339　27代_忠粛王(王燾)

1339～1344　28代_忠惠王(王禎)

1351～1374　31代_恭愍王(王顓)

1374～1388　32代_禑王(王禑)

1170～1197　19代_明宗(王晧)

1197～1204　20代_熙宗(王晫)

1204～1211　21代_熙宗(王韺)

1213～1259　23代_高宗(王皞)

1259～1274　24代_元宗(王禃)

1274～1308　25代_忠烈王(王昛)
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　　　　　　　　　　　　1392～1398　1代_太祖（李成桂 イ・ソンゲ）

1274 蒙古襲来

1192 源頼朝、

征夷大将軍に

1338 足利尊氏、

京都開幕

李氏朝鮮

元朝

1211～1213 22代_康宗(王祦)

1344～1348 29代_忠穆王(王昕)

1389～1392 34代_恭譲王(王瑤)
1388～1389 33代_昌王(王昌)

1348～1351 30代_忠定王(王㫝)

鎌倉時代

室町時代

1398～1400 2代_定宗（ｲ･ﾊﾞﾝｸﾞｧ）

元（げん）は中東アジアから東

ヨーロッパまで広大な領域に

またがったモンゴル帝国の後

裔の一国であり、そのうち中

国本土とモンゴル高原を中心

領域として、1271年から1368

年まで東アジアと北アジアを

支配したモンゴル人が建てた

征服王朝である。

(参考文献②より)

<高麗末期、シンドンの国政改革>

14世紀半ば、衰えつつあった元に代わって明が統一国家を築き始め、高麗に対しても領土割譲を求

めてきた。国内親元派の反乱は収まりつつあったが1365年、王妃が出産中に死去してからコンミン王

は政治への関心を失い、僧侶辛旽(シンドン)に国政を任せることになった。シンドンは奴婢の開放等

の急激な改革を実施し、傾きかかった高麗を立て直そうとしたが、旧勢力の反発を買って排除され、

処刑された。その後コンミン王も反対勢力によって暗殺される。

(参考文献①P78)

<高麗の終焉と李氏朝鮮の建国>

李成桂(イ・ソンゲ)は高麗の将軍、李氏春(イ・ジャチュン)の次男として

生まれた。若い頃から戦場を駆け巡り、1388年、32代_禑王の時代に

明を攻撃する遼東征伐軍の司令官になったが明との戦いに反対だっ

たソンゲは威化島(ウィファド)で引き返して(威化島回軍)、都に攻め

入って高麗の最高実力者であったチェヨンを倒して自ら最高権力者に

のし上がった。

その後高麗王を二度取り替え、34代恭譲王を殺害し、自ら王座に就き

太祖(テジョ)となった。こうして約500年続いた高麗時代が終わりを告

げ、その後500年以上続く李氏朝鮮王朝が始まったのである。

(参考文献①P85)

<蒙古(元)の襲来>

度々外敵の侵略に苦しめられてた高麗であったが1231年に中国大陸で勢力を増してきた蒙古が攻め込んできた。当時最強で

あった蒙古に勝つ術はないと判断して講和に持ち込んだが、以後蒙古から干渉を受けることになる。そんな中「蒙古は海に弱

い」と考え、1232年に都を開京(ケギョン)から江華島(カンファド)に移して襲撃に備えた。それが的中し、蒙古の襲撃がカンファド

に及ぶことはなかったが陸を守る民衆たちの怒りが爆発し、政権が崩壊。

その後、蒙古が国号を元と改め、高麗に徹底した服従を求めたが反元政策を掲げた第31代王の恭愍(コンミン)と彼を支える僧

侶辛旽(シンドン)は従わなかった。そのため国内の親元派から度々命を狙われた。(参考文献①P77)



1467 応仁の乱

1553 川中島の戦い

1575 長篠の戦い
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　　　　　　　　　　　　1400～1418　3代_太宗（李芳遠 イ・バンウォン）

1418～1450　4代_世宗（李祹 イ・ド）

1455～1468　7代_世祖（李瑈 イ・ユ）

1469～1494　9代_成宗（李娎 イ・ヒョル）

1494～1506　10代_燕山君（李㦕 イ・ユン）

1506～1544　11代_中宗（李懌 イ・ヨク）

1545～1567　13代_明宗（李峘 イ・ファン）

1567～1608　14代_宣祖（李昖 イ・ヨン）

1603 家康江戸開幕

安土桃山時代

1452～1455 6代_端宗（李弘暐 イ・ホンウィ）

1450～1452 5代_文宗（李珦 イ・ヒャン）

1468～1469 8代_睿宗（李晄 イ・ファン）

1544～1545 12代_仁宗（李峼 イ・ホ）

<朝鮮王朝最悪の暴君 燕山君>

朝鮮王朝の27人の王の中で一番の暴君だったと言われているのが第10代王の燕山君(ヨンサングン)である。

1494年に18歳で即位し、1498年頃から事件が起こり始めた。正史を編纂している者たちが謀反を企てているとして官僚が大量に処刑された事件(戊

午士禍)が起きた。士禍とは士林派が反対派によって弾圧された事件で、大きい４回の士禍のうち２回はヨンサングンによって引き起こされている。

また勉強会を中止し、臣下の進言に耳を傾けず儒生の学校である成均館から学生を追い出して遊興場を作り、全国に役人を派遣して良馬と美しい

女性を集め、妓生を宮殿に入れて淫らな生活ふけったり、また宮中で人を殺す等、数々の悪政、悪行を行った。

しかし1506年に朴元宗(パクウォンジョン)中心のクーデターが起き、ヨンサングンは廃位となり、流刑の末、生涯を終えた。(参考文献①P108)

<悪徳文臣ユンウォニョンと朝鮮王朝三大悪女 チョンナンジョン>

1545年、第13代王の明宗(ミョンジョン)は僅か11歳で即位したため、母の文定(ムンジョン)王后が裏で政治を行う垂簾聴政を行うことになった。そしてムンジョンの弟、尹元衡

(ユンウォニョン)も権力を握り、敵対勢力を粛正した。彼は賄賂を受け取り、売官売職をしたため悪徳官僚が増えて政治は腐敗し、世が乱れた。また彼の妾、鄭蘭貞(チョン

ナンジョン)はムンジョンの信任を得て夫婦で贅を尽くした。そして彼女が紹介した僧侶普雨(ポウ)が重用され、仏教の興隆に努めたため儒学を崇拝する国家の基幹が揺ら

ぎ始めた。しかし1565年にムンジョンが亡くなった後、ミョンジョンは王権を取り戻し、ユンウォニョンは不正の罪でチョンナンジョンと共に流刑に。そしてナンジョンがウォニョン

の本妻暗殺が発覚し、二人とも自害に追い込まれた。僧侶ポウも流刑で世を去った。ミョンジョンは更に優れた人材を登用して善政を行おうとしたが道半ばで1567年に亡く

なった。この時、一人息子はすでに亡くなっていたため、朝鮮王朝で初めて王位が側室系に移った。(参考文献①P119)

<朝鮮王朝三大悪女の一人_チャン・ノクス>

張緑水（チャン・ノクス）は、両班の父と妾の間に生まれた。妾の娘だった彼女は、最下層の奴婢にされた。どうにかして自分の身分を改善しようと思った

彼女は８代王・睿宗（イェジョン）の息子である斉安大君（チェアンデグン）に付き添う奴生となった。彼女は斉安大君の部下の子供をもうけたこともあった。

ノクスは奴生として歌や踊りにおいては天才的な才能を示したため、その評判は宮中でも有名になった。野心の強かった彼女は、女の武器を最大限に発

揮してのし上がり、そんな彼女の評判を聞いた第１０代王の燕山君（ヨンサングン）は彼女を側室に迎え入れて寵愛した。こうしてノクスは奴婢出身であり

ながら、国をも動かす権力を手に入れるのだった。彼女は王の側室である立場を利用して実の兄とその息子を高官にまで出世させた。また、暴政を続け

る燕山君を毎日のように酒宴に誘い、いっそう堕落させた。彼女のこうした行いを庶民は苦々しく思っていた。

1506年、燕山君はクーデターの末に王位を剥奪され、彼女も処罰の対象となって庶民の前で斬首刑に処せられた。彼女の遺体に向かい、多くの庶民が

石を投げつけたという。それほど彼女は庶民の恨みを買っていたのだ。彼女は現在も朝鮮王朝三大悪女に数えられている。

(参考文献⑤より)
<「チャングムの誓い」のチャングムは実在？>

朝鮮王朝の実態が細かく書かれている歴史書「朝鮮王朝実録」には長今(チャ

ングム)という名前が13ヵ所に登場する。第13代王チュンジョンの主治医が女性

で、名前がチャングムだったことが記載されており、話題作「チャングムの誓い」

の主人公が実在していたことは確かである。しかし、それ以上のことは書かれ

ておらず、ドラマのストーリーの大部分は創作である。(参考文献①P126)

<救国の英雄 李舜臣>

現在も救国の英雄として絶大な人気を得る李舜臣(イ・スンシン)が武科に合格したのは32歳だった。水軍士官になったが上司との折り合いが悪く出世コースからは外れ

ていた。転機が訪れたのは1592年、秀吉軍の侵攻(文禄、慶長の役)に際し、甲板を板で覆った亀甲船で敵の接舷を拒み、火砲による攻撃で大打撃を与えた。しかし彼

が英雄視されるのを恐れた反対派により投獄され、再び戦場に出たのは味方が大敗北してからだった。その後も戦場で活躍し、露梁海峡で撤退する豊臣軍への追撃

時に流れ弾に当たって戦死したスンシンは忠武公の名を贈られた。水軍本部があった場所は1955年に忠武市と改名された。

<第３代王_太宗(テジョン)の誕生>

李芳遠(イ・バンウォン)は後に李氏朝鮮初代王になる李成桂(イ・ソンゲ)の５男。当時の高麗は王の権威が失墜して国が乱れて

いた中で、彼は強い王が君臨する新しい国を夢見ていた。1392年に願い通り父イ・ソンゲが太祖(テジョ)王になり新たな王朝の

幕が開いたが、新王朝はバンウォンの思い通りには機能しなかった。父は政務に熱心ではなく、鄭道伝(チョンドジョン)等の臣

下が政策を立案、推進してゆき、やがて王のテジョは単なる飾りになっていった。またテジョの８男の李芳碩(イ・バンソク)が世

子に指名されたことにもバンウォンが不満を持った。

そして1398年に遂にバンウォンが行動を起こし、チョンドジョンを殺害し、世子のバンソクも始末した(第１次王子の乱)。その後、

テジョは次男の李芳果(イ・バングァ)に譲位し、第２代王の定宗(チョンジョン)が即位した。

バンウォンは兄のチョンジョン王の代わりに政務を見ることで実質的な権力者になった。

更に1400年、テジョの４男(バンウォンの兄)の李芳幹(イ・バンガン)は弟が権力を握ることに不満を持ち、乱を起こす(第２次王子

の乱)。しかしバンガンはバンウォンの敵ではなく、バンウォンに流刑にされた。その直後にバンウォンはチョンジョンから譲位を

受け、王位に就き、遂に第３代王、太宗(テジョン)が誕生。名実ともに最高権力者となり、夢であった強い王への道を邁進した。

(参考文献①P87)

<朝鮮最高の聖君 第４代王_世宗>

朝鮮王朝最高の名君と称えられているのは第４代王_世宗(セジョン)。彼は３代王テジョンの３男で名前は李祹(イ・ド)。温和で読書に

熱中する勉強家だった。1418年に父テジョンから譲位され21歳で王に就いた。セジョンは多様な人材を登用し、学問を奨励、国土を

開発し、兵力を増強、農業・地理・天文・医術・音楽等に力を入れ、諸制度を整備して王朝の基盤を固めた。訓民正音(ハングル)も成

果の一つ。国の発展に大きく貢献した彼であったが、53歳の若さで世を去った。(参考文献①P92)
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<名君_第19代王_粛宗(スクチョン)>

スクチョンは父顕宗(ヒョンジョン)の一人息子だったため父の死後13歳で即位。その時、宮廷は西人派と南人派の権力闘争の真最中だった。派閥争いは西人派の勝利で一

旦決着したが、その西人派が更に老論派と少論派に分かれて権力闘争を繰り広げた。

そんな中、10代の王スクチョンは王という名の飾りの立場を受け入れ、積極的には動かず、そのためにどちらからも命を狙われることが無かった。

20歳を過ぎてから彼は政敵をけん制しながら一方の派閥に力が偏ると、他方の派閥を起用することでバランスを取り、派閥の対立心をあおりつつタイミングを見て転換する

ことで自分への忠誠心を高めていった。

それを辛抱強く続けることで何代も続く権力争いで衰えていた王権を強化していった。

政治では、大同法で税制を、貨幣鋳造事業で経済を安定させ、また外交面では清との国境紛争の収拾、日本との交易等での功績を上げた。

こうして不安定だった朝鮮が落ち着きを見せスクチョンの治世は歴代の中で２番目に長い46年も続いた。

しかし彼の唯一の弱点は女性問題であり、朝鮮三大悪女の一人、張禧嬪(チャン・ヒビン)を王妃にするというミスを犯したのである。(参考文献①P152)

<韓ドラのホジュンはどんな人か>

朝鮮最高の名医と名高いホジュンは1539年、京機道楊川県(現ソウル江西区）に庶子として生まれたと言われている。父親は龍川副守を務めた両班の家庭だったが、妾の

子ということで身分の制約に苦しんだと思われる。内医院に入った後は次々と功績を上げて昇進を重ね、1606年、医官出身としては最も高い輔国崇禄大夫（正一品）に奉じ

られる。そんな名医としての名声もさることながら、ホジュンが残した最も偉大な業績は何と言っても「東医宝鑑」。1596年、第14代王_宣祖の命によって編纂が始まった「東医

宝鑑」は、豊臣秀吉による文禄慶長の役によって中断を余儀なくされると、宣祖はホジュン一人で編纂を続けるよう命じた。そして、宣祖崩御の責任を取って流罪に処せられ

ながらも編纂を続け、ついに1610年、14年の歳月を経て25巻25冊を完成させた。こうして朝鮮医学の集大成を完成させたホジュンは、それから5年後の1615年、77歳でこの

世を去った。

<朝鮮王朝三大悪女の一人_チャン・ヒビン>

張禧嬪(チャン・ヒビン)の実名は玉貞(オクチョン)。

賎民であったオクチョンは針番の女官として宮中に入った。第19代王_粛宗からの寵愛を受けたが明聖王后(粛宗の母)から快く思われなかったため、一旦は宮廷から追われ

た。当時の朝鮮では西人派と南人派の党派争いが展開されており、西人派が仁顕(イニョン)王后を後ろ盾に政権を握っていた。しかし仁顕王后は王妃に立てられてから6年

を経ても子供に恵まれなかった。そこに目をつけた荘烈大王大妃を始めとする南人派は1686年に美貌に秀でたオクチョンを再度、後宮に送りこみ、承恩尚宮（スンウンサン

グン）とした。 オクチョンは淑媛（スグォン）、さらに昭儀（ソイ）へと昇進し、1688年には王子李昀（後の景宗）を生む。1689年にはその功労によって側室の最上位の嬪（ピン）

に昇進し「禧嬪（ヒビン）」と号され、李昀は世子となった。さらに同年、イニョン王后は廃され、1690年にヒビンが王妃となった。この朝鮮史上唯一人の賎民出身の王妃の冊

立によって西人派の専横に終止符が打たれたが、替って南人派が権力を握ることになった。 一方、西人派ではイニョン王后の復位運動を展開。南人派の権力が増長する

ことを危惧した粛宗が南人派牽制のためイニョン王后を妃に復位させ、ヒビンを王妃から「嬪」に格下げとした。 1701年にイニョン王后が病没すると、西人派は王妃の死はヒ

ビンが巫女を使って呪詛したためだと訴えた。その結果、1701年、ヒビンは粛宗から賜薬により処刑された(享年43歳)。

<党派の争い>

朝鮮王朝を舞台にした韓ドラでも常に出てくる派閥争いの始まりは16世紀中頃、金孝元(キム・ヒョウォン)と沈義謙(シム・ウギョム)という２大両班(ヤンバン)の個人的な対立

である。金の屋敷が都の東にあったことから、金一派を東人(トンイン)、沈一派を西人(ソイン)と呼んだ。その後東人が南人(ナミン)と北人(プイン)に、また西人が老論(ノロン)

と少論(ソロン)に分裂して互いに勢力争いを展開したことを四色党争(サシックダンジェン)と言った。

なかでもヨンジョの時代は党争が最も激しい時代であった。(参考文献①P159)

<21代王_英祖(ヨンジョ)>

ヨンジョは第19代王_粛宗(スクチョン)の次男として生まれ、実名は李昑 (イ・クム)。母はドラマで有名になったトンイ(後の淑嬪崔氏スクピンチェシ)。

幼い頃から老論派と少論派の権力争いに巻き込まれて命の危険を感じてきたヨンジョは王になると少論派を追放して老論派を登用した。しかし彼は権力が一方に偏ると危

険だと判断し、少論派を少しづつ入れながら両派の均衡を保った。同時に派閥内の婚姻を禁止し、有力者による私刑を禁止して派閥の動きを封じようとした。これが一部の

臣下の反発を招き、彼らの陰謀により世継の荘献世子を米びつの中で餓死させるという悲劇を招いた。この背景にはヨンジョに反発した老論派と老論派出身の貞純王后の

策略があったと言われている。後にヨンジョはこの行いを悔い、荘献世子を復位させて思悼(サド)という諡(おくり名)を与えた。

ヨンジョは厳しい政治を行う一方で、印刷技術を開発して庶民に書物を広め、教育制度を整備し、学問を奨励した聡明な王であった。また税制を改革して庶民の暮らしを豊

かにしようと務め、後に王位を継いだ李祘(イ・サン)の代に多くの学者が誕生する下地を作った。

その結果、ヨンジョは歴代で最も長い52年の間王として君臨し、文化が花開く朝鮮王朝後期の礎を築いた。(参考文献①P158)

<22代_正祖(李祘イ・サン)>

21代王のヨンジョは冤罪で後継ぎの世子を死なせてしまったことを後悔し、その息子の李祘(イ・サン)を次の王と決めていた。ヨンジョが1776年に逝去し、22代王になったイサ

ンは父の復讐を胸に秘めながらまず取りかかったのは老論派に抵抗できる勢力を作ることだった。身分に関係なく能力があれば登用し、また優秀な人材を育てるため成均

館(ソンギュンガン)等の学舎を支援して基盤を固め、老論派を弱体化させるための政治改革に着手した。身分が低くとも役人になれるようになり、イサンの知世は「朝鮮王朝

のルネッサンス」と呼ばれるほど繁栄した。こうしてイサンはハングルを作った第４代王セジョンに並ぶ名君としてその名を称えられ、セジョンと同じく「大王」の称号が贈られた。

しかし一方では古い体制を重んじる派閥の反発を招いた。王になる前から敵対勢力から命を狙われたイサンだったが、王になってからも暗殺者と戦わなければならなかった。

(参考文献①P162)
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1849～1863　25代_哲宗（李昪 イ・ビョン）

1863～1897　26代_高宗（李㷩 イ・ヒ）

　　　　　　　　　　　　1897～1907

                        1代_高宗（李㷩 イ・ヒ）

1945 太平洋戦争

終戦

日本統治

大韓帝国

明治時代

大正時代

昭和時代
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1945～1948

米軍による占領統治

<大韓民国>

1945年8月15日、日本がポツダム宣言を受託したことで朝鮮の日本統治からの離脱が決定的となった。韓国ではこれを「光復」と呼び、8月15日を光復節という祝日に定めている（北朝鮮も

同日を祝日に定めている）。

光復後、朝鮮は北緯38度以北（北朝鮮）をソ連軍に、以南（南朝鮮）をアメリカ軍にそれぞれ占領された。米軍司令部は9月7日に朝鮮における軍政（占領統治）実施を宣言し、独立運動家

らが自発的に樹立した朝鮮人民共和国や大韓民国臨時政府の政府承認を否定した。9月9日に米軍は朝鮮総督府から降伏文書の署名を受け、南朝鮮では新設された在朝鮮アメリカ陸

軍司令部軍政庁が朝鮮総督府の統治機構を一部復活させて直接統治を実施した。

光復から3年後の1948年8月15日、李承晩が大韓民国政府樹立を宣言、同日独立祝賀会が行われ、実効支配地域を北緯38度線以南の朝鮮半島のみとしたまま大韓民国が独立国家と

なった。

<イサンを支えたホン・グギョン>

イサンの時代には多くの偉人が生まれたが、その筆頭は洪国栄(ホン・グギョン)である。

イサンは政治改革に乗り出した自分を支えてくれたグギョンを信頼し、要職に就けた。優れた頭脳を持ち人心掌握術に長けた人物だったが、グギョンは次第に権力欲にと

りつかれ、絶大な権力を握るようになった。行き過ぎた権力の独占を恐れたイサンはグギョンを解任したが、グギョンは権力を維持するためイサンの正室、孝懿王后(ヒョ

ウィワンフ)の暗殺未遂事件を起こし、追放される。(参考文献①P166)

<王権の弱体化と乱れた治世>

稀代の名君として改革を行い王権を強化したイサンだったが、彼が進めてきた改革は後継ぎの23代王_純祖(スンジョ)の代に崩壊する。これ以降、外戚が権力を持ち、権

力争いを行うことになり、19代王_粛宗(スクチョン)から22代王_正祖(李祘イサン)の代まで100年以上続いた安定した治世の崩壊は民の不安と混乱を招いた。

24代王_憲宗(ホンジョン)の時代には後継争いから反乱も発生し、その頃、イギリス、フランスをはじめとする西欧列強から朝鮮の門戸開放を求められた。

そして25代王_哲宗(チョルジョン)の時代には派閥は安東金氏(アンドンキムシ)の一強となり官僚は更に腐敗し世は乱れた。自分たちの利益ばかりを追いかける官僚に国

民の怒りが爆発し、全国で反乱が起きた。その背景には「すべての人は平等である」と説くキリスト教が急速に広まったこともあった。チョルジョンは酒浸りの生活を送るよ

うになり33歳で逝去。(参考文献①P170～P173)

<終わりに近づく朝鮮王朝>

チョルジョンが去った後、直系の王子がいなかったため、宮廷は混乱し、傍系の高宗(コジョン)が第26代王となった。しかし彼は11歳だったため父親の李昰応(リ・ハウ

ン)が実権を握った。ハウンは列強と国交を結ぼうとせず、キリスト教を弾圧。1866年には5人のフランス人神父が殺される事件が発生。フランス艦隊が江華島を占拠して

開港を迫った。その後、コジョンに嫁いだ閔妃(ミンビ)が安東金氏(アンドンキムシ)と手を組んでハウン排除に動き、1876年、コジョンが自ら政治を行うことを宣言し、ハウ

ンは追放された。

その後は閔妃と閔氏一族が政治を牛耳るようになり、王のコジョンは言いなりだった。そうして外交政策は鎖国から開国に変わり、1876年に日朝修好条規を結び、アメリ

カ、フランス、ロシア、清とも国交を結んだ。民は進んだ外国の文化を歓迎したが急激な変化は政治を混乱させ反対派の動きも激しくなり、分裂して再び争いが起こった。

そして閔妃は清に助けを求め、反対派を追放したが、清は治安維持の名目で3000人の兵を駐屯させた。また反対派の起こした反乱で日本大使館が襲撃され多くの日本

人が殺されたため、日本も駐屯軍を置いた。

閔妃は清に傾倒した政治を行うようになり、民の心は次第に離れ大規模な反乱が発生。閔妃は清に鎮圧を要請したが、日本も邦人保護を名目に軍を送り込み、これが

日清戦争の原因の一つになった。(参考文献①P174～P175)

<大韓帝国誕生と滅亡、そして朝鮮王朝の消滅>

日清戦争は列強の支援を受けた日本が勝利し、これをきっかけに朝鮮は清の属国ではなく独立国家となったが閔妃は今度はロシアと組んで日本に対抗しようとし、反対

勢力に暗殺された。その後、親日派と反日派が激しく対立し、コジョンを狙ったクーデターも発生。ロシア大使館に逃れたコジョンは親露政策をとったが国民の間には自主

独立を望む声が大きくなっていった。その声に押され、コジョンは朝鮮初の皇帝に即位し、国号を大韓帝国と改め、朝鮮は皇帝親政による独立国家となった。

しかし、あまりにも早い独立で激しい政争が起こった。コジョンは近代化を目指し改革を進めようとするが財政強化のための増税が民の怒りを買い反乱が発生。そして日

露戦争に日本が勝利したことで大韓帝国は崩壊への道をたどることになる。

日本は1905年にアメリカ、英国に日本の権益を認めさせ、大韓帝国の外交権を剥奪し、保護国とした。これは事実上の占領だったがコジョンは国民を守るため悔しさをこら

えて保護協約に調印した。1907年、皇太子の純宗(スンジョン)に譲位し、大皇帝となる。スンジョンは皇帝になったが実権を握ろうとする日本を止められず、1910年に日韓

併合条約が締結された。こうして大韓帝国は滅亡し、1393年に李成桂(イ・ソンゲ)の建国から500年続いた朝鮮王朝の歴史は幕を閉じた。(参考文献①P176～P179)

1907～1910 2代_純宗

(李坧 イ・チョク)


